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Kayama Kogyo Co.,Ltd.

加山興業について



会社概要

各団体への参加

認証の取得を

積極的に

行っています



本業におけるビジネスモデル

病院や工場から

出るごみを

リサイクル

多種多様な廃棄物に

適した「GPS搭載」の

収集運搬車両

リサイクル率向上に向けて

高性能な設備を導入



Kayama Kogyo Co.,Ltd.

KAYAMAサステナビリティ戦略



サステナビリティ経営を語る上での問題意識

取り組んでいないと… ？

社会が真剣に

「持続可能性」に

向き合いつつある

企業・取引先

人や環境に配慮している
公明正大な企業と取引先をする

・取引先候補から除外
・取引先から協力を得られない

売り上げ減の危機

社会

社会的に意義のある企業で
あって欲しい

将来世代

安定企業で、従業員を想い
社会に良い影響を与える企業

・ファンの減少
・会社に対し理解してもらえなくなる

事業存続の危機

社会的な意義を見出すことが
できない会社だと嫌煙されてしまう

人材不足の危機



ビジネスシーンにおいて実際にあったこと

具体的なCO2削減に

関する取り組みに

興味を持ち問い合わせ！

既存顧客新規顧客 既存顧客

委託している

廃棄物処理にかかる

CO2排出量を教えてほしい！

自社の調達方針に基づいて

情報の開示および公正な

企業活動などに関して

具体的な説明しをてほしい！



ビジネスシーンにおいて実際にあったこと





KAYAMAサステナビリティ領域における戦略的重要課題



Kayama Kogyo Co.,Ltd.

カーボンニュートラルに向けた取り組み事例



戦略的重要課題とありたい姿

FUTURE VISION -将来像-

「クリーンな日常を世界に」
社会創造への貢献

HIGHLIGHTS -63期の主な実績-

・EV車営業車の一部導入
・再エネ調達の100%の達成と維持

FUTURE PLAN -今後の計画-

・大学機関と連携した脱炭素トランジション戦略の策定
・ステークホルダーへ脱炭素対策の働きかけ



具体的なカーボンニュートラルに向けた取り組み

内容項目

GHGプロトコルに基づいた排出量の可視化
STEP1

現状把握

再エネ100エネやSBT認証等
STEP2

目標設定

外部から期待されている水準を参照して目標設定
STEP3

削減の取り組み

サステナビリティ報告書の発行
STEP4

情報開示



STEP1 GHGプロトコルに基づいた排出量の可視化

以下の対象範囲の中で、どの部分でどれだけ二酸化炭素が排出されているかを可視化

SCOPE1 事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス）
SCOPE2 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
SCOPE3 SCOPE1、SCOPE2以外の間接排出（事業者の活動に関連する他社の排出）

出展 環境省



STEP1 当社の現在のスコープカテゴリ別排出割合

焼却処理による

二酸化炭素の排出

お客様が固形燃料RPFを

使用した際に発生する

二酸化炭素の排出



STEP2 外部から期待されている水準を参照して目標を設定



STEP2 外部から期待されている水準を参照して目標を設定

戦略的重要課題 ～脱炭素～



STEP3 地球にやさしい選択（当社の脱炭素対策）

スコープ１

スコープ３

  
スコープ１

焼却炉のエネルギーの、灯油から都市ガスへの切り替え（約10%のCO2排出量削減効果）

重機における、軽油からGLT燃料への切り替え（約8.5%のCO2排出量削減効果）

バッテリー型のフォークリフト・EV自動車の電化推進

焼却炉における熱回収の推進（バイナリー発電の導入）

  
スコープ２

再生可能エネルギー環境価値の利用（CO2排出量0tの達成維持）

調達した電力の再生可能エネルギー率100%を達成

自社社屋での太陽光発電システム導入

 
スコープ３

取引先・地域・業界団体への取り組み共有、再生可能エネルギー環境価値の提案

グリーン購入の推進

テレワークの推進によるCO2排出量削減

顧客から預かった廃棄物に対するリサイクル率の促進

▼EV自動車の導入

▼自社社屋の太陽光発電
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ステークホルダーへの行動変容の働きかけ



ステークホルダーへの行動変容の働きかけ

SDGsに関する取り組み方法（脱炭素含む）の共有や普及啓発！

各種団体、民間企業、教育機関、老若男女への取り組み共有

教育機関でのSDGs講義

取り組み事例の紹介

企業イベントや展示会への

出展、取り組み事例の紹介

自治体や業界団体様の

セミナーへの登壇

これまでの…

【SDGs普及啓発活動】

累計131件！

【受益者数】

のべ2,871人！

（2023年8月時点）



ステークホルダーへの行動変容の働きかけ

SDGsを企業活動に実装させていくためのサポートを実施！

SDGs CompassをベースとしたSDGs実装支援サービス

SDGsの社内浸透を促して

いくための研修の実施



サプライチェーン排出量算定支援

サプライチェーン排出量算定支援サービスの
基本的なステップ

SBT認定支援サービスの
基本的なステップ

1.目的の明確化
算定を行う目的を明確化。サプライチェーン排出量の
全体把握、削減対象の詳細評価等

2.算定対象範囲の設定
自社として算定すべき組織境界を設定

3.カテゴリの抽出
算定対象範囲から除外するカテゴリの有無を確認

4.カテゴリ内での特定
カテゴリ毎に、算定対象とする活動を特定

5.活動量の収集・算定
データ収集項目の整理・収集。
取引先からの排出量産出情報を用い算定

❶SCOPE1.2.3の把握状況の確認

❷SBTの補足説明
自主目標等のヒアリング

❸経営層を含めた合意形成

❹SBTイニシアティブへの
コミットメントレターの作成・提出

❺目標案についてのディスカッション

❻目標提出フォームの作成・提出

❼進捗情報開示
定期的に目標妥当性の確認



二酸化炭素削減支援（非化石証書の調達代理サービスの展開）



ステークホルダーへの行動変容の働きかけ

地域の皆様への参加型ワークショップや各種イベントの開催

地域の夏祭りで、使われなくなった飛沫防止パネル

からキーホルダーやペンダントを作成する「リサイク

ルワークショップ」を実施。地域の方に当社のSDGs

に関する取り組みを知っていただける機会となった。

「リサイクルワークショップ」を開催。参加者から

は、「サステナビリティについて、具体的に考えた

ことはなかったが、これからは自分にできることを

考え、行動していきたい」とのお声をいただいた。

「楽しい！」をきっかけに、興味関心・行動変容のきっかけを創出！



ステークホルダーへの行動変容の働きかけ

をきっかけに、興味・関心の高まり、当事者意識の芽生え、

そしてサステナブルな行動への繋がりを期待し、参加型ワークショップや各種イベントを開催！

62期（2022年9月-2023年8月）には、16件のイベントを実施しました

楽しい！



加山興業のESDへの取り組み

だけで終わらないために・・・

ワークショップ実施後、インターンシップを実施し、アウトプットの機会を創出しています

楽しかった！

▼リサイクルワークショップ ▼はちみつ焼菓子ラベル制作 ▼SNSコンテンツ制作



インターンシップの積極的な受け入れ

▼エコロクル運営 ▼はちみつ
 ×

商品開発

▼ワークショップ運営



ステークホルダーへの行動変容の働きかけ

未来を担う子どもたちへの環境教育を実施

環境教育を通じた間接的な循環型社会・脱炭素社会の促進！

これまでの…

【環境教育実施数】

累計98件！

【受益者数】

のべ6,183人！

（2023年8月時点）



ステークホルダーへの行動変容の働きかけ

業界団体・民間団体と連携した工場見学・環境教育研修の実施

豊川市観光協会様と連携した「工場見学・壁画ツ

アー」を実施。「恐竜時代」をテーマにした壁画制作

を通して、住み続けられる地球を守っていくことの

大切さについて考えてもらうきっかけに。

JTB様と連携した環境追求型の「ならではプラン」を

催行。持続可能性についてのディスカッション等を

盛り込んだ「工場見学・採蜜ツアー」を実施し、企業

研修の一環としてご活用いただいた。

「楽しい！」をきっかけに、興味関心・行動変容のきっかけを創出！



STEP4 情報開示

サステナビリティ報告書の発刊

全100ページ全86ページ全42ページ

前期のサスティナビリティ
レポートから

さらにアップデート！

前期より大幅にアップデート！
GRI対照表を具体的に参照した形で

より詳細な開示を開始

自社の重要課題と各重要課題に
対する目標と具体的な取り組みを
レポーティングすることを始める

→毎月のエネルギー使用量の把握、整理を実施
→ステークホルダーとの脱炭素のコミュニケーション向上に役立つ



処理フローごとに二酸化炭素排出量を開示

排出量の開示と削減努力により、取引拡大や新規取引の獲得に！

各処理フローにおける1単位あたりの二酸化炭素排出量と削減に成功した量



戦略的重要課題とありたい姿

FUTURE VISION -将来像-

社員がお互い尊重しあい高め合い
安寧な生活を営むことができる会社の実現

HIGHLIGHTS -63期の主な実績-

・社員エンゲージメント度の定量化
・就業規則の大幅な見直し

FUTURE PLAN -今後の計画-

・休み方に関する制度強化
・福利厚生プログラムの拡充
・サステナビリティ人財育成戦略の策定と運用
・研修プログラムのアップデート及び強化



ウェルビーイングの追求 ～具体的な取り組み事例～

①健康診断やメンタルヘルスチェック等を通じて
従業員の健康状態を毎年確認

②働き方改革（有給、残業等）について数値で
可視化し、従業員の取得状況を毎月確認。

「勤務間インターバル制度」等のワークライフ
バランスに資する施策を取り入れ

③労働安全衛生について、重大事案だけでなく
労働災害(不休)、物損事故、
ヒヤリハット等についても社内で共有

持続可能ポイント！



社員の健康マネジメントの確立で安心環境づくりプロジェクト

従業員の健康被害を防止する取り組みメンタルヘルス不調者への対応

産業医を介在した
心の健康向上の取り組みにおける流れ

外部機関による作業環境のモニタリングを実施し
より安全な職場を目指して、作業環境を改善



労働安全衛生マネジメントシステムを運用し、

マネジメントシステムを活用した改善プログラムの確立

極力事故やケガが起こらないようなマネジメントを推進



ウェルビーイングの追求 ～具体的な取り組み事例～

時間単位有給制度の導入
年次有給休暇の最小取得単位が1時間となり
通院や家族の送り迎え、早退したい際など
 柔軟に休暇が取得できるようになりました！

失効年休の積立制度導入
積み立てた有休は、アニバーサリー休暇や
ブリッジ休暇、ラーケーション休暇や教育
訓練休暇、病気休暇等として使用できます！

法定レベル以上の育児介護制度

会員型福利厚生システムの導入

有給取得率80.2%！（62期実績）



法定以上の育児・介護支援制度



福利厚生サービス「ベネフィット・ステーション」の活用

多様なニーズに応えることのできる福利厚生サービスで社員の健康増進に寄与

★提携しているスポーツジムの割引

★提携している健康製品やサービスの割引

★健康・医療・介護・育児などの健康相談

★健康に関する情報へのアクセスが可能

同サービスの販売代理も対応しています！
直接お問い合わせされるよりも
良い条件でサービスを受けることも可能です

ご興味のある方は、ぜひお声かけください



戦略的重要課題とありたい姿

FUTURE VISION -将来像-

揺るがない企業基盤の構築による
永続的にステークホルダーから必要とされ続ける会社の実現

HIGHLIGHTS -63期の主な実績-

・外部相談窓口との連携強化

FUTURE PLAN -今後の計画-

・BCP対策の見直し
・法令遵守への知識向上のための教育機会の提供
・コンプライアンス遵守規定の見直し及び更新
・ステークホルダーとの協働



▲IMS委員会による
内部監査

▲ISO規格に基づく
環境・労働安全衛生マネジメントシステム認証維持

環境と労働安全衛生への取り組み

ISO認証機関による外部審査・IMS委員会による内部監査・マネジメントレビューを行い
公明正大な運用ができる仕組みを強化、法令遵守を徹底しています
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取り組む上での障壁と成果



取り組む上で困難であったこと ～体制の整備について～

【課題】

ISO14001及び45001を対応する統合マネジ
メントシステム委員会を筆頭に管理してきた
が、日々の業務との兼任のため限界がある。

【乗り越えたこと】

代表直下の経営企画室を新設して、サステナ
ビリティ戦略全体のレベルアップを図れるよ
うな体制を構築し、人員拡充。

また、サステナビリティに関する見識を深め
るための機会を積極的に提供



社内浸透についての実践

【課題】一部の社員だけが会社が目指す方向性を理解していても推進力としては小さい

【取り組んでいること】全社員がしっかりと理解できるような機会を提供

まだまだ十分でないが

今後も継続して社員全員が

理解できる機会を

提供しながら

全体で取り組んでいく



主な取り組みと評価

取り組みの進捗と今後の計画について
サステナビリティレポートで共有（年1回）

顧客からのサプライヤー
サステナビリティ調査における高い評価

自社の取り組みについて、しっかりと情報開示を
行うことで、ステークホルダーから評価をいただ
き、サステナビリティレポートを起点に新規顧客
の獲得につながった。

取引先の調達方針に沿うことにより
継続した取引を獲得



外部からの評価を通じて得たこと

【主な外部からの評価】

●2020.11.18ー脱炭素チャレンジカップ奨励賞受賞

●2021.2.17ー2021愛知環境賞 銀賞受賞

●2021.2.26ー第13回（2020年度）経営者『環境力』大賞受賞

●2022.3.14ー愛知サービス大賞 審査委員⾧賞受賞

●2022.9.17ー名古屋市 なごやSDGsグリーンパートナーズ優秀賞
※名古屋市独自制度である従来のエコ事業所認定制度にSDGsの視点を加えた

「なごやSDGsグリーンパートナーズ」において、

最上位の「認定優良エコ事業所」として認定を受ける

●2022.12.12ーグリーン購入大賞 優秀賞



外部からの評価を通じて得たこと（cont.）

新規事業に対する協業についてお声がけいただく機会が増加

えるぼし（3段階目）認定

愛知ファミリーフレンドリー
企業登録

健康経営優良法人2023認定

あいち女性輝きカンパニー

愛知県休み方改革マイスター企
業認定制度 シルバー認定登録

愛知県健康経営推進企業

健康宣言チャレンジ事務所



結局のところ、しっかりと取り組むことで企業価値が高まっていくと確信

企業価値 ＝ ＋

人体で言う
「筋肉の部分」

人体で言う
「内臓の部分」

どんなことをやって
収益を得ているか？

事業価値

社会から支持されている企業なのか？
世の中から期待されていることにしっかり応える企業？
会社の財布事情はどうなのか？
会社の持つ技術特許やノウハウはどうなのか？
社員のスキルはどれくらいあるのか？
事業を推進する社員が生き生きと働くことができてる？
会社と社員の信頼の強さはどれくらいあるか？

事業外の価値
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ありたい姿に向けて強化していること



戦略的重要課題とありたい姿

FUTURE VISION -将来像-

「クリーンな日常を世界に」
社会創造への貢献

HIGHLIGHTS -63期の主な実績-

・EV車営業車の一部導入
・再エネ調達の100%の達成と維持

FUTURE PLAN -今後の計画-

・大学機関と連携した脱炭素トランジション戦略の策定
・ステークホルダーへ脱炭素対策の働きかけ



脱炭素対策における目標と足元課題への対応策について

今後の目標今後の対策目標に対する足元課題

・焼却処理による
非エネルギー起源の
二酸化炭素排出量削減

・エネルギー起源の
排出量の更なる削減

・情報収集と積極的な
産学官連携への参加

・新技術を導入するため
の資金調達

・焼却時の二酸化炭素の
回収・リサイクル等
先進的な技術

・より排出係数の
低い燃料の導入

スコープ

１

・二酸化炭素排出量
ゼロの維持

・再エネ100％の
調達を継続

・自家消費の拡大・電力価格の不安定化
スコープ

2

・スコープ3の
全体的な削減

・環境や人権に配慮した
投資活動

・取引先や協力会社へ
脱炭素対策の働きかけ

・カテゴリー11は
エンドユーザーが固形
燃料を利用した際に
発生する二酸化炭素排出量

・カテゴリー1は廃棄物の
収集運搬の協力会社。
企業によって取り組み
状況に温度差がある

スコープ

3
イノベーションに期待しながらも
取り組むことができるところから
取り組んでいく方針



高度なリサイクル技術の導入（AI画像認識システムを活用したロボティクスの導入)

2025年1月に導入予定

焼却を回避して廃棄物をリサイクルルートに回すことで
資源循環と脱炭素と事業の収益性を両立させる



未来の脱炭素と資源循環の両立を実現（太陽光パネルリサイクル事業）

一方で、廃棄量は増加傾向にある

太陽光パネルのリサイクル設備を導入！

アルミ再生

グラスウールなど

銀・銅

【廃棄に関するさまざまな懸念】

・不法投棄

・有害物質の流出

・最終処分場の逼迫など…

※環境省「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」, 2018, P11

太陽光パネルの

寿命は約25年！※



太陽光パネルリサイクル（動画）



紙おむつリサイクルプロジェクトの開始

2024年12月18日に

実証実験を実施【背景】高齢化により、今後排出量の増加が見込まれている

焼却に伴うエネルギー消費量や、CO2排出量の削減
各資源化素材の再利用による循環型経済社会構築への貢献



スコープ全体の対策（名古屋大学と連携して脱炭素移行計画を策定中）

脱炭素において学術的な側面からの知見を豊富に有する大学機関との連携

顧客から預かった廃棄物の焼却に伴う

二酸化炭素抑制方法（スコープ1）について模索中

固形燃料製造事業に依存しすぎないビジネスモデル

構築に向けて模索中（スコープ3カテゴリー11）



戦略的重要課題とありたい姿

FUTURE VISION -将来像-

社員がお互い尊重しあい高め合い
安寧な生活を営むことができる会社の実現

HIGHLIGHTS -63期の主な実績-

・社員エンゲージメント度の定量化
・就業規則の大幅な見直し

FUTURE PLAN -今後の計画-

・休み方に関する制度強化
・福利厚生プログラムの拡充
・サステナビリティ人財育成戦略の策定と運用
・研修プログラムのアップデート及び強化



国が重要だと思っている水準に近づけていく

有給取得率は

80％の水準で達成

週労働時間60時間以上の

労働者の目標については

未達であるので、

継続して目標達成に努める



まずは双方向（社員と代表）の対話の強化



人権に対する諸課題への対応

人権規定の見直しと、従来の外部へ直接相談できる窓口に加え新たに意見箱を設置、

【報告ルール】 【企業倫理ヘルプライン及び意見箱における相談件数と内訳】



横との連携を強化しながら企業価値を高めていく取り組み

組織全体の価値を上げていく「バリューアップ委員会」の発足

主な取り組み

○各部署の状況把握・理解
○組織全体をより良くするための課題抽出・議論
○部門間の協力体制の構築

成果

・来客対応システムの改善
・解体業務改善支援（アプリケーション開発）
・社内副業制度の設立
・交代勤務メンバーの負荷軽減（勤務時間帯の見直し）
・大型連休に出勤するメンバーに対する手当の支給



Kayama Kogyo Co.,Ltd.


